
加圧式二液消火器の開発についてゆ2報〉

外筒全容積| 9.5i 

外筒有効充てん水量| 6~7 i 
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内 内径50凧長さ450.m 。
泡痢充てん量| 350~420C C 

C02 カ' 充てん:l:60g使用可能

噴鍍ノズル口径3.5mmφ
発泡ノ ズ ルI管うそ都 口径径110mm4長長さ160mm

ロ 3mm骨さ190mm

容器全重量|
5.93kg 

充てん時(7 f)13. 3kg 

放 射 E寺 間| 約40秒

射 穏 距 離i 5 ~10 Dl 

発 泡 最| 65~弱t l~ l60lf.. 
発 泡 倍 率| 10~13倍

事第三研究室

1. まえがき

界菌活性剤を使用した泡消火俸は，起泡性，流動性

などの泡の性状あるいは泡原液の耐用年数などがすぐ

れていることは所級10号に報告しである。今回，その

実験総乗に基づき，実用化を促進するため，主主緩，取

銀い面から改良をくわえ実用銀を試作したので，その

概要を報告する。

2. 構造，諸元

この消火加は，消火器の中に水と界面活性剤等の消

火剤原液の二液を別々に封入しておき，使用する際に

』提言費ガスボンベの庄力でこの二液を混合し，発泡ノズ

ノレにより消火泡として放射するものである。試作した

消火鵠(2号訴〉は，消火剤原液として界面活性剤系

泡剤を使って低発泡放射する泡消火器として設計した

もので，その構造，諸元は第1援のとおりである。

第1表泡消火器の構造，諸元
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構造は第 l図に示すように，水を入れる容締本体，

ポリエチレン袋に封入した泡剤原液を装てんする内

筒，加圧源となる炭酸ガスボンベ，ポンチレハー，ホ

ースおよび発泡ノス.ノレ等によって榊成されている。今

度試作した2号器について，所報10号に縄較した 1号

器と異なる点は，消火器上部の構造をレハ一式とした

こと，内筒の構造，大きさを変更したこと，泡燕!原液

の装てんをパ γ夕方式としたこと，発泡管そう部を合

第1図泡消火器の構造
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成樹脂製にしたこと等で為る。

と よぴ発泡機構

については，消火器上部のレパーを強く握ると破板ニ

ドルが下がり 02ボンベの封被ぷ破られ詐 C

ガスが内筒内にl噴出し，その圧力で内筒に装てんした

泡剤原液を封入したポリエチレン袋が破られて，水

し発校殺となる。この発泡液がサナイ十、管，ホ

スを通ってエアフォームノズノレにより放射されること

り，ぞう古都い負圧を主主じ，

射するものでらる。

3. 

んナる水穀倉泡~j[祭減量および管そ

伐毒事のi総燃値をは控室するため， 1)11校用ヵース主立を一定

とし，放射時間，内圧変化，発泡量，発泡倍率および

主文対距離合それぞれ測定 表お

び第2，3， 4， 5図のとおりである。

各実験において争泡剤原液は市際、の 3%きを {:~1艇長約

剤を使用し，発泡量のi1IlJ定には直径500mm，高さ920mm

の内筒容燃を使F脅した。

発泡倍率=ー「一一盤韮泡竜一一
充てん水量+泡邦j原液量

て?求めた。また，内圧測史授は20kgJ側宮およびIOkgfcm立

の圧力変換器を用L、， 自記記録計に記録された。射程

写真第1

第2談試作消火縫の性能
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(注) COボンベ60g使用.噴窟ノスル口径3.5mm
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次に，泡消火器としての必燦射巡距離はp 初湯治火

を考慮すると初期で7m，最終的に 3m程度の射程が

必要とされている。初期内肢が10域/佃2以下で，もっ

とも射程距離の長いものは充てん水量7f.混合率5
(泡部原液汲)，管そう口筏13mm斡の場合でふり，

初期内圧9.8kgjcm2，射程距離が初期で9m，最終的

5mであうた。また，充てん水主主6f，混合半7%

の場合もほぼ問機の結果でめった。

(4) 混合率と発泡倍率の関係

充てん水量に対する泡剤絞液量のi銘合卒を了3 5 

%， 7 %~こした場合について，発泡量，発泡倍率を測

した結果，充てんぷ量7 以下における発泡倍率は

混合率をある程度まで高めてやると比例して増加する

混合率を%以上?こし℃もあiどり変らないのすな

わち，混合率は5%程度にするのが適当である。

1l↑ 

14 

12 

10 

B 

6 

4 

z 

第5図 混合率と発泡量，発;包倍率

党てん水機|管付口径
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〈ヰ〉 管ぞう口径と発;制音率みの関係

管そう口径と発泡倍率の関係は第2表に示したとお

，管そう口径13mmφの方が山田φのときより約言0%

程度発泡倍率がよいことがわかる。これはz ノズんか

ら撚射された発泡液が省そうを通過する際に負圧が生

空気が管そう内に絞入され発泡す町るものであるか

ら，管そう口径13mmφの方が摩擦損失等も少なく，ま

たp 空気心吸入金も多くなるため発御量，発泡倍率ポ

高くなるものと推察される。

4. おわりに

今度試作2 器によって号線において間総に

なった点を改良した結果，実用化するために必要な構

滋上および性能長の条件は，ほぽ満足されたものと思

われる。この消火器について突験結果を総合すると p

6~ f ， 浴剤原液充て λJ量350~420cc ，

炭酸ガア‘ボンベ60gの場合，もっともよレ禿泡性能が

符られた。発泡主主65~95f ， 発泡倍率10~13倍，射程

10m~ (:初郊~終潟〉である。

消火能力単位については，今後， A火災 B火災に

対して約火実験合行ない，検認に合格するものにして

ゆきたい。試作1号Mの消火能力単位は所報10号に掲

したとおり人一 2，詠一6酬なあったが，号器民つ

いてはさらに安定したものにしたい。

今後，家庭綿として光てん水量3 4 f桜度の小型

のものを開発する予定である。
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